
2012年3月19日 

社団法人商事法務研究会 

○ ○ ○ ○ 

○略歴 

 1996年 ○○大学経済学部卒業 

 2006年 ○○大学法科大学院修了 

 2010年 株式会社商事法務入社（現在、社団法人商事法務研究会出向中） 

 

 

１．法科大学院に入学した経緯 

 

 

２．法科大学院という進路選択をして良かったこと、悪かったこと 

 

 

３．現在の勤務先に入社した経緯 

 

 

４．現在の業務内容 

 （１）法学検定試験委員会事務局担当 

  ・法学検定試験〈上級〉〈中級〉〈基礎〉 

  ・法学既修者試験 

 （２）法教育担当 

  ・法教育フォーラム事務局 

  ・法と教育学会事務局 

 

 

５．司法試験に失敗した理由と５年３回の受験回数制限について考えること 

 

 

 

 

 

以 上 
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２０１２．０３．１９ 

法曹養成フォーラム 

                             一般社団法人リーガルパーク 

理事  △ △ △ △ 

１ 法科大学院という進路を選択した理由 

（１）経歴 

２００４．３    △△大学法学部法律学科卒業 

 ２００５．４    △△大学法科大学院入学（未修 ２期生）  ２００８~２０１０  新司法試験 不合格 

 ２０１０．１０～  一般社団法人リーガルパーク 理事 

 ２０１２．４～   △△大学法科大学院入学予定 

（２）理由 

   ・独学ではなく，多人数で議論・勉強できるといったメリット 

   ・勉学に集中できる環境（学生という身分） 

 

２ 現在の業務内容に法科大学院教育が役立っている点 

（１）現在の業務内容 

   リーガルパークとは，法教育の普及発展を目的として弁護士を中心として設立した団体 

リーガルパークの活動指針：法と教育の架橋 

法教育普及・発展活動に関連する一切の事業 

（２）法科大学院教育が役立っている点 

・法教育授業              打ち合わせ，授業案の作成，サポート 

・消防大学校における法教育授業     打ち合わせ（安全配慮義務） 

・法教育検定の実施           作問 

   ・法科大学院生による法教育授業の実施  サポート 

    （法科大学院の役割を見出すため） 

 

３ ５年３回の受験回数制限について 

（１）受験期間の制限について 

    期間を設けるのは必要。３年か５年か？ 

（２）回数制限について 

    過度なプレッシャーを与えるもの 

    司法試験の趣旨：人間の極限状態での対応を見るものなのか？ 

（３）再度法科大学院を受験した契機 

    生い立ち・家族のサポート，法教育活動 
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